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電子印鑑GMOサインのご紹介
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電子契約サービスGMOサインのポイント

導入企業数No.1

基本料金・送信料共に低価格で導入しやすい

無料のサポートが充実

初めての方でも分かりやすいデザイン

ハイブリット署名

利用イメージ
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導入企業数No.1

自治体でも採用！導入企業数300万社突破

※1 導入企業数は「電子印鑑GMOサイン（OEM商材含む）」を利用した事業者数（企業または個人）。1事業者内のユーザーが複数利用している場合は1カウントとする 。自社調べ（2023年7月末）

※2 契約社数「146万社」（複数アカウントをご利用の場合、重複は排除）。自社調べ（2023年6月）

※3 電子署名およびタイムスタンプが付与された契約の送信数（タイムスタンプのみの契約を除く。電子署名法の電子署名の要件より）。自社調べ（2023年8月）

※4 国内主要電子契約サービス提供5社がHP等で公表するサービス提供自治体数を⽐較。自社調べ（2023年7月）

※5 日本マーケティングリサーチ機構調べ（2020年2月期）
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当事者型電子署名 - 実印タイプ / Digital Signature-

認証局により事前発行された 本人の電子証明書 を使って署名

担当者

押印者

◎長所
• 電子署名法に準拠し、本人性担保の効力が非常に強い。
• 印章規定や押印権限など、厳格なガバナンスとの親和性が高い。

×短所 • 電子証明書の取得が必要なため、契約相手の負担と手間が大きい。

自社
①文書アップ

電子認証局

本人確認・
電子証明書発行

②電子署名
担当者
↓

押印者

相手

③電子署名

本人確認・
電子証明書発行
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立会人型電子署名 - 契約印タイプ / Electronic Signature -

本人宛に送信した メール内のアドレス(URL) から署名

担当者
↓

押印者

◎長所
• メール認証による本人確認のみで署名ができるため、契約相手の負担が少ない。
• ⽐較的ライトな文書で利用しやすい。

×短所 • メール認証で署名ができるため、押印権限管理が煩雑になりやすい。

自社
①文書アップ

③電子署名
押印者

相手

③電子署名

②メール認証

指定

②メール認証

※立会人型電子署名についても、一定の条件のもと、電子署名法の適用が認められています。
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押印者

相手

6

自社の印章管理や法令適合性の担保は厳格に行いたいけど

契約相手に電子署名を依頼するのが難しい･･･ を解決！

担当者

押印者

自社
①文書アップ

電子認証局

本人確認・
電子証明書発行

③電子署名 ③電子署名

自社は当事者型、契約相手はメール認証での立会人型電子署名。法令適合性・署名権限を担保しつつ、

使いやすさを実現。

これができるのは  だけ！※ ※GMOサインのOEM製品を含む

②メール認証

事前準備が不要
メール受信で
簡単に押印

電子証明書の
持ち主だけが

押印可能

ハイブリット署名
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初めての方でも分かりやすいデザイン

他社サービスと比べて、直感的に操作でき、
知識の乏しい人でも扱える安心感があります

最初の検討時には、料金プランのお得さも重視して
決めていましたが、実際に使用してみて一番良かっ
たと思ったのは、「使い勝手の良さ」でした。

株式会社ココナラさま

株式会社クロス・マーケティンググループさま

-デザインコンセプト-

新しい社会を、信頼ある体験でより身近に。
使いやすさの追求、はじめて電子契約する方への配慮、デジタル印影のこだわりを

大切にデザインしています
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初めての方でも分かりやすいデザイン スマホアプリも！

パソコンがない方への署名依頼もあんしん
スマホアプリで“いつでもどこでも” 電子署名。

もっと
便利に
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お試しフリー 契約印＆実印プラン

初期費用 0 円 0 円

月額基本料 0 円 9,680 円/月

（税抜価格：8,800円）

送信料
0 円 110 円/件 330 円/件

認定

タイムスタンプ
0 円 0 円

電子証明書

（身元確認済本人名義）
0 円 年間 0 円/枚

(※2枚目以降は年間8,800円/枚)

電子締結文書

保管費用
0 円 0 円

(容量無制限)

送信上限数 月間 5 件 無制限

社内ID数 1 ID 無制限

ご利用料金（基本プラン）

実印タイプ(当事者型)契約印タイプ(立会人型) 契約印タイプ(立会人型)
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契約者以外でもつかえるコールセンター

GMOサインご契約の有無問わずどなたでも利用可能！

契約相手先から「署名の仕方がわからない…」など頂いた際、
弊社コールセンターにお電話を繋げていただくことも可能です。

03‒6415‒7444
(平日10時～18時)

充実のサポート
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マニュアルや資料が充実

GMOサインでは様々なシーンで使える資料や動画マニュアル、
記事コンテンツを豊富にご用意しております。
問い合わせ前に情報収集がしたい、
気軽に疑問を解決したい際などぜひご利用ください。

電子印鑑GMOサインページ
https://www.gmosign.com/

充実のサポート
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セキュリティ

WAF (Web Application Firewall)
不正な攻撃からシステムを保護

セキュリティ診断
外部のセキュリティ専門業者による
ぜい弱性診断を定期的に実施

ファイル暗号化
1つ1つの契約データごとに個別の暗号化を実施し
安全に保管

専用環境(HSM)で署名鍵保管
すべての署名鍵は、堅牢な環境で生成・保管し
不正利用を防止

通信の暗号化
SSLにより通信を暗号化し盗み見や改ざんを防止

データバックアップ
すべての契約データを毎日バックアップ日次で
バックアップしている他月次・年次でも
バックアップを実施

操作ログ管理機能
契約文書の閲覧やダウンロード等
各種操作を保存しており追跡が可能

多要素認証・IP制限・SSO
ワンタイムパスワード等、高度な認証方法により
社外からの業務外のアクセスや情報漏洩対策も万全

WebTrustの厳格な審査をクリア
システムで使用する電子証明書は
国際的な電子商取引保証基準に準拠

セキュリティ基準 ISMS取得済
情報セキュリティマネジメントシステム
ISO/IEC 27001:2013・JIS Q 27001:2014

連絡窓口
電話・メール・フォーム・ウェブ会議システム・チャット

安全性 信憑性

内部統制

サポート

国際規格ISO/IEC 27017 認証取得済
情報セキュリティの国際規格
ISO/IEC27017: 2015 ・ JIS Q 27017:2016

12
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利用イメージ
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署名依頼

起票も署名もわずか３STEPで可能です。署名画面には、操作ガイドが表示されますので、初めての方でも簡単に操作で

きます。また、必要な操作リストが表示され、すべての操作が完了しないと署名されないため、署名漏れも防止できます。

① 文書のアップロード

② 署名依頼情報を入力

③  確認して送信

ログインして対象文書をアップロードします。

プレビューを確認して「署名依頼情報を入力」へ進みます。

文書ごとに記入するテキストエリアの設定が可能です。

送信前に下書き保存をしておくことで同じ設定で再度送信する事ができます。

操作ガイド

青枠内で署名依頼状況の進捗を確認する事ができます。

テンプレート機能を活用してCSVを利用して、まとめて署名依頼を行うこともできます。POINT

電子証明書が発行された署名者ユーザーを設定します。

受領者の設定に利用者を設定することで、署名完了後にGMOサインから文書が送信
されます。

POINT
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署名方法

起票も署名もわずか３STEPで可能です。署名画面には、操作ガイドが表示されますので、初めての方でも簡単に操作で

きます。また、必要な操作リストが表示され、すべての操作が完了しないと署名されないため、署名漏れも防止できます。

① 文書のアップロード

② 署名依頼情報を入力

③  確認して送信

ログインして対象文書をアップロードします。

プレビューを確認して「署名依頼情報を入力」へ進みます。

文書ごとに記入するテキストエリアの設定が可能です。

送信前に下書き保存をしておくことで同じ設定で再度送信する事ができます。

操作ガイド

青枠内で署名依頼状況の進捗を確認する事ができます。

テンプレート機能を活用してCSVを利用して、まとめて署名依頼を行うこともできます。POINT

電子証明書が発行された署名者ユーザーを設定します。

受領者の設定に利用者を設定することで、署名完了後にGMOサインから文書が送信
されます。

POINT
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電子署名の確認方法

Acrobat Readerにより電子署名の検証が可能（AATL対応）
本サービスの電子署名は、Adobe社の信頼する電子認証局の基準（Adobe Approved Trust List）に適合した電子証明書

を用いて行われるため、本サービスで電子署名されたPDFファイルは、同社のAcrobat Readerで電子署名の有効性を検証

することが可能です。

Acrobat Readerで署名で有効性の
検証が可能

認定タイムスタンプを自動付与（長
期署名） ＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊
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お問い合わせ

電子印鑑GMOサイン 運営事務局

電話番号 03-6415-7444（受付時間 平日10:00-18:00）

メールアドレス sales@cs.gmosign.com

お問い合わせフォーム https://gmosign.com/form/

オンライン商談 https://gmosign.com/online/

お気軽にお問い合わせください

@GMOSign_JP

https://twitter.com/GMOSign_JP

@GMOSign

https://www.facebook.com/GMOSign/

GMOサイン 検索

＼ 最新情報をお届け！ 電子印鑑GMOサインのSNSアカウント ／

http://#
http://#
http://#
http://#

	スライド 1: 電子印鑑GMOサインのご紹介
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

